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焼
やけは し

走り自然観察教育林（岩手県）
【概要】
　焼走り自然観察教育林は、岩手県の最高峰であり日本百名山の岩

いわてさん
手山（2,038m）

の麓に位置しています。国の特別天然記念物「焼走り熔岩流」の中を歩く自然観
察路が整備されているほか、温泉やキャンプ場を有する「岩手山焼走り国際交流
村」に隣接しており、岩手山麓の大自然を満喫できるアウトドアスポットとなっ
ています。

【見どころ】
　「焼走り溶岩流」は、約 300年前の岩手山噴火で流れ出た熔岩が固まってでき
たもので、最大幅約 1.5km、全長約 4km、面積約 150ha にもなります。噴火
から300年近く経った現在でも荒涼とした大地が広がり、植生の回復が遅いため、
変遷途上の様子を観察することができます。「自然観察路」沿いの展望台から望
む雄大な岩手山と漆黒の大地は一見の価値があります。
　また、熔岩流に隣接するカラマツ林には、バリアフリーの遊歩道が整備されて
います。これからの季節、新緑に彩られたカラマツ林で、岩手山麓の春を感じて
みてはいかがでしょうか。
　さらに、岩手山への登山道（焼走りコース）には、「高原植物の女王」といわ
れるコマクサの国内最大級の群生地があり、初夏には可憐なピンクの花が見られ
ます。

【イベント等】
　毎年 6月には「焼走り熔岩流祭り＆旧車ミーティング in 八

はちまんたい
幡平」が開催され、

懐かしい車が全国各地から集合するなど、大人から子どもまで楽しめるイベント
が盛りだくさんです。
　また、毎年 7月の第一日曜日に岩手山焼走りマラソン全国大会を開催していま
す。なお、７月 1日に開催される山開きと重なる場合は、マラソン大会は第二日
曜に開催されます。
※イベントの開催につきましては事前にHP等でご確認下さい。

【アクセス等】
　東北自動車道西根 ICから自動車で約 20分

焼走り熔岩流と岩手山

バリアフリーの遊歩道

岩手山焼走りマラソン全国大会
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２
０
１
９
年
度
「
わ
た
し
の
美
し
の
森
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

入
選
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
表
彰
式
の
様
子
等
に
つ
き
ま
し
て
は
先
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

林
野
庁
長
官
賞

居
原
田
氏
の
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
作
品
は
、
京
都
の
三
大
祭
り
の
一
つ
で
、

毎
年
５
月
15
日
に
執
り
行
わ
れ
る
『
葵
祭
』
の

『
路ろ

と
う頭

の
儀
』
の
行
列
が
下
鴨
神
社
の
参
道
を
進

む
姿
を
、
糺
の
森
の
新
緑
の
木
々
と
合
わ
せ
て

撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　
古

い
に
し
えの「
糺
の
森
」と
平
安
時
代
か
ら
続
く
「
葵

祭
」そ
し
て「
路
頭
の
儀
」の
行
列
の
中
か
ら
牛
車

を
被
写
体
に
選
ぶ
こ
と
で
、「
悠
久
の
時
を
経
て
」

と
い
う
作
品
名
を
表
現
し
ま
し
た
。

写
真
家
、
福
田
幸
広
氏
の
講
評

　
日
本
的
な
美
し
い
時
間
を
と
ら
え
た
写
真
だ

と
思
い
ま
す
。
京
都
市
内
と
い
う
身
近
な
場
所

で
あ
っ
て
も
、
太
古
か
ら
引
き
継
が
れ
た
森
か

ら
は
遠
く
離
れ
た
深
山
の
森
に
勝
る
パ
ワ
ー
を

感
じ
ま
す
。
ま
さ
に
「
わ
た
し
の
美
し
の
森
」

と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
に
ぴ
っ
た
り
の

写
真
だ
と
思
い
ま
す
。

写
真
家
、
米よ

ね

美
知
子
氏
の
講
評

　
深
い
森
の
中
で
行
わ
れ
る
厳
か
な
神
事
の
様
子

が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
す
。緑
溢
れ
る
梢
か
ら

は
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す

ね
。少
し
引
き
気
味
に
撮
っ
た
こ
と
で
、豊
か
な
自

然
と
の
調
和
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
品
名

悠
久
の
時
を
経
て

撮
影
者
：
居い

は
ら
だ

原
田 

晃て
る
よ
し嘉

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
京
都
府
京
都
市　
糺た

だ
すの
森
（
下
鴨
神
社
）

糺
の
森
に
つ
い
て

　
「
糺
の
森
」は
、縄
文
時
代
よ
り
京
都
の
下
鴨
神

社
に
自
生
す
る
、エ
ノ
キ
、ム
ク
ノ
キ
、ケ
ヤ
キ
等

の
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
社し
ゃ

叢そ
う

林り
ん
※
で
す
。
下
鴨

神
社
と
共
に『
世
界
文
化
遺
産
』に
も
登
録
さ
れ

て
い
て
、森
の
中
に
は
瀬
見
の
小
川
や
奈
良
の
小

川
な
ど
、
四
季
折
々
の
美
で
人
の
心
を
と
ら
え

て
や
ま
な
い
名
所
が
あ
り
ま
す
。

（
引
用
・
参
考
：
糺
の
森
財
団
Ｈ
Ｐ 

https://tadasunomori.or.jp/about/

）

下
鴨
神
社（
賀か

も茂
御み

お
や祖
神
社
）へ
の
ア
ク
セ
ス

京
阪
出で

町ま
ち

柳や
な
ぎ
駅
か
ら
徒
歩
12
分

（
出
典
・
詳
細
：
下
鴨
神
社
Ｈ
Ｐ 

https://www.shimogamo-jinja.or.jp/

）

※社叢林とは、神社の神殿や参道等を囲む森林をいいます。

わ
た
し
の
美う

つ
く

し
の
森

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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審
査
員
特
別
賞

加
納
氏
の
コ
メ
ン
ト

　
大
学
か
ら
始
め
た
登
山
に
よ
り
山
の
魅
力

に
魅
せ
ら
れ
、
こ
の
感
動
を
残
し
て
お
き
た

い
と
カ
メ
ラ
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

登
山
日
和
と
な
っ
た
天
気
の
中
、
燕
岳
を
登

り
切
っ
た
と
こ
ろ
、
長
年
の
夢
だ
っ
た
ラ
イ

チ
ョ
ウ
と
の
対
面
を
果
た
し
た
際
に
撮
影
し

た
も
の
で
す
。
感
動
の
あ
ま
り
写
真
撮
影
に

夢
中
に
な
り
、
仲
間
と
の
登
頂
記
念
写
真
に

は
入
り
そ
び
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

福
田
幸
広
氏
の
講
評

　
素
晴
ら
し
い
出
会
い
だ
と
思
い
ま
す
。
美

し
い
山
並
み
と
抜
け
る
よ
う
な
空
の
下
で

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
が
散
歩
中
な
の
で
す
か

ら
。
私
も
同
じ
場
所
に
い
た
ら
大
興
奮
で
撮

影
し
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
画
面
左

に
は
湧
き
立
つ
霧
を
わ
ず
か
に
写
し
こ
ん
だ

の
も
高
山
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
作
者

の
冷
静
な
撮
影
姿
勢
が
想
像
で
き
る
秀
逸
な

写
真
だ
と
思
い
ま
す
。

作
品
名

槍や

り

望
む
ラ
イ
チ
ョ
ウ

撮
影
者
：
加
納 

顕
悟

部
門
名
：
生
命
部
門

撮
影
地
：
長
野
県
安あ

づ
み
の
曇
野
市　
燕

つ
ば
く
ろ岳

燕
岳
に
つ
い
て

　
燕
岳
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の
中
で
も
、

難
所
の
少
な
い
初
心
者
向
け
の
登
山
コ
ー
ス

が
存
在
す
る
北
ア
ル
プ
ス
の
入
門
と
し
て
人

気
の
山
で
す
。
花か
こ
う
が
ん

崗
岩
の
白
色
と
ハ
イ
マ
ツ

の
緑
色
が
鮮
や
か
に
映
え
、「
高
山
植
物
の
女

王
」
と
呼
ば
れ
る
コ
マ
ク
サ
や
特
別
天
然
記

念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

登
山
口
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
車
】

長
野
自
動
車
道
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
登
山
口
駐

車
場
（
約
80
分
）

【
電
車
と
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
】

松
本
駅
か
ら
穂
高
駅
（
約
30
分
）

穂
高
駅
か
ら
燕
岳
登
山
口
（
定
期
バ
ス
で
約

55
分
、
タ
ク
シ
ー
で
約
45
分
）

（
出
典
・
詳
細
：
燕
山
荘
Ｈ
Ｐ 

http
s://w

w
w

.enzanso
.

co.jp/

）
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審
査
員
特
別
賞

長
谷
川
氏
の
コ
メ
ン
ト

　
通
常
で
あ
れ
ば
池
の
水
は
、
水
中
に
沈
ん

だ
木
の
幹
も
見
え
る
ほ
ど
透
き
通
り
、
幻
想

的
な
風
景
が
広
が
る
の
で
す
が
、
五
蔵
岳
森

林
公
園
を
訪
れ
た
際
に
は
、
水
の
濁
り
の
と

て
も
強
い
五
蔵
池
が
出
現
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
濁
り
の
お
か
げ
で
、
水
面
に

反
射
す
る
木
々
の
姿
が
と
て
も
鮮
明
に
映
し

出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
時
間
を
か
け
て
様
々

な
ア
ン
グ
ル
か
ら
撮
っ
た
写
真
の
中
か
ら
選

び
出
し
た
一
枚
が
こ
の
写
真
で
す
。

米よ
ね

美
知
子
氏
の
講
評

　
大
雨
の
後
に
出
現
す
る
五
蔵
池
の
神
秘
的

な
姿
を
独
自
の
ア
ン
グ
ル
で
捉
え
て
い
る
の

が
い
い
で
す
ね
。
奥
の
ア
キ
ニ
レ
の
群
生
だ

け
を
狙
っ
た
作
品
が
多
い
中
、
あ
え
て
手
前

の
木
々
を
入
れ
る
こ
と
で
密
林
感
が
出
て
い

ま
す
。

作
品
名

し
げ
み
の
中
で

カ
フ
ェ
オ
レ
見
つ
け
た

撮
影
者
：
長
谷
川 

裕
二

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
長
崎
県
佐
世
保
市　
五ご

ぞ
う蔵

池

五
蔵
岳
森
林
公
園
に
つ
い
て

　
ア
キ
ニ
レ
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
五
蔵
池
は
、
大
雨
が
降
り
続
い
た
後

や
梅
雨
の
時
期
に
の
み
、
ア
キ
ニ
レ
の
群
生

地
の
中
に
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
人

で
も
目
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
「
幻
の
池
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

五
蔵
岳
森
林
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
バ
ス
】

佐
世
保
駅
前
か
ら
乙
石
尾
ま
で
西さ
い
ひ肥
バ
ス
で

約
40
分
、
下
車
後
徒
歩
約
２
㎞

（
出
典
・
詳
細
：
佐
世
保
市
Ｈ
Ｐ 

https://w
w

w
.city.sasebo.

lg.jp
/ka

n
kyo

/ka
n

se
i/

docum
ents/taikanm

ap-all.
pdf

）

フォトコンテスト
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こ
の
作
品
は
、
10
月
上
旬
に

撮
影
し
た
も
の
で
、
西
山
氏
が

訪
れ
た
日
は
、
登
山
道
が
２

日
前
に
開
通
し
た
ば
か
り
で

登
山
者
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
紅
葉
に
包
ま
れ
た
こ
の

景
色
を
見
た
瞬
間
に
圧
倒
さ

れ
、
登
山
者
が
行
き
来
す
る

合
間
を
見
計
ら
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
た
そ
う
で
す
。

　
西
山
氏
か
ら
は
、「
撮
影
場
所

は
標
高
１
，５
０
０
ｍ
を
超
え

ま
す
が
、石
川
県
と
岐
阜
県
を

結
ぶ
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト

ロ
ー
ド
の
駐
車
場
か
ら
約
30

分
と
、標
高
の
割
に
は
手
軽
に

た
ど
り
着
け
る
場
所
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
、直
接
こ
の

景
色
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。」と
の
コ
メ
ン

ト
を
頂
き
ま
し
た
。

協
賛
企
業
特
別
賞
・
公
益
財
団
法
人
イ
オ
ン
環
境
財
団
賞

協
賛
企
業
特
別
賞
・
三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
賞

作
品
名

作
品
名

霧
の
白
樺
林

撮
影
者
：
星
野 

郁
男

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
長
野
県
佐さ

く

ほ
久
穂
町　
八や

ち

ほ
千
穂
高
原

　
星
野
氏
は
高
原
に
咲
く
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
と
白
樺
林
の
美
し
い
風
景

に
魅
せ
ら
れ
、
写
真
仲
間
と
毎
年

の
よ
う
に
八
千
穂
高
原
を
訪
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
星
野
氏
か
ら
は

「
毎
回
天
気
に
恵
ま
れ
た
の
で
き

れ
い
な
風
景
と
し
て
の
写
真
は
撮

れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
自
然
を
幻
想
的
に
撮

り
た
い
と
い
う
想
い
で
雨
の
降
る

午
後
に
家
を
出
た
と
こ
ろ
、
高
原

に
着
い
た
時
に
は
雨
も
ほ
と
ん
ど

上
が
り
、
予
想
以
上
の
霧
の
世
界

に
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

秋
を
装
う
三さ

ん
ぽ
う
い
わ

方
岩
岳だ

け

撮
影
者
：
西
山 

宏

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
石
川
県
白
山
市　
ふ
く
べ
谷
登
山
道

八
千
穂
高
原
自
然
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
バ
ス
】
Ｊ
Ｒ
小
海
線
八
千
穂
駅
か
ら
バ
ス
で
約
40
分
（
八
千
穂
高
原
自
然
園
下
車
）

【
車
】
八
千
穂
高
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
20
分

（
出
典
・
詳
細
：
長
野
県
公
式
観
光
サ
イ
ト
Ｈ
Ｐ

 https://w
w

w
.go-nagano.net/topics_detail6/id=3752

）

栂つ
が

の
木
台
駐
車
場
（
ふ
く
べ
谷
登
山
道
の
起
点
）
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
車
】
白
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
１
０
０
分
（
一
般
道
：
約
70
分
、
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
：

約
30
分
）、
白
川
郷
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
40
分
（
一
般
道
：
約
10
分
、
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
：

約
30
分
）

※
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
（
有
料
）
開
通
期
間
：
６
月
上
旬
～
11
月
上
旬
）

（
出
典・詳
細
：
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド（
旧 

白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
）公
式
ペ
ー
ジ

 http://hs-w
hiteroad.jp/access-price/

）
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協
賛
企
業
特
別
賞
・
株
式
会
社
内
田
洋
行
賞

景
観
部
門
優
秀
賞
・
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
賞　

こ
の
作
品
は
、
10
月
末
の

晩
秋
に
十
和
田
八
幡
平
国
立

公
園
に
あ
る
赤
川
山
国
有
林

で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
場
所
に
普
段
か
ら
出
か

け
る
袰
岩
氏
が
、
空
に
架
か

る
こ
と
が
多
い
虹
が
山
に
架

か
る
風
景
に
出
合
い
、
魅
了

さ
れ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
そ
う
で
す
。

　

袰
岩
氏
か
ら
は
「
こ
の
度

は
入
選
す
る
こ
と
が
で
き
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き

ま
し
た
。

作
品
名

作
品
名

冬
へ
の
懸
橋

撮
影
者
：
袰ほ

ろ
い
わ岩 

正
克

撮
影
地
：
岩
手
県
八は

ち
ま
ん幡
平た

い

市
赤
川
山
国
有
林

磨み
が
き

丸ま

る

た太

撮
影
者
：
南 
真
次

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
和
歌
山
県
古こ

ざ
が
わ
座
川
町

　
こ
の
作
品
は
、
南
氏
が
床
柱
等

に
用
い
る
磨
丸
太
を
作
る
た
め
32

年
前
に
約
８
千
本
の
杉
の
苗
木
を

植
栽
し
、
植
栽
後
２
年
目
か
ら
下

刈
、
５
年
目
か
ら
は
数
年
間
隔
で

枝
打
を
繰
り
返
し
、
出
材
で
き
る

大
き
さ
ま
で
育
て
上
げ
た
森
を
撮

影
し
た
も
の
で
す
。

　

南
氏
か
ら
は
、「
丹
精
込
め
て

育
て
た
杉
を
、
自
分
で
撮
影
し
た

写
真
が
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま

せ
ん
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き

ま
し
た
。

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
（
八
幡
平
地
域
）
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
バ
ス
】
盛
岡
駅
か
ら
岩
手
県
北
バ
ス
で
約
１
１
０
分
、八
幡
平
頂
上
バ
ス
停
下
車

※
12
月
～
４
月
は
運
休

（
出
典
・
詳
細
：
環
境
省
Ｈ
Ｐ

https://w
w

w
.env.go.jp/park/tow

ada/access/index.htm
l

）

古
座
川
町
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
タ
ク
シ
ー
】
Ｊ
Ｒ
紀き
せ
い勢

本
線
（
き
の
く
に
線
）
古
座
駅
下
車
後
タ
ク
シ
ー
で
約
15
分

【
車
】
大
阪
か
ら
約
２
１
０
分
、
名
古
屋
か
ら
約
２
４
５
分

（
出
典
・
詳
細
：
古
座
川
町
Ｈ
Ｐ 
http://w

w
w

.tow
n.kozagaw

a.w
akayam

a.jp/kankou/

）

フォトコンテスト
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生
命
部
門
優
秀
賞
・
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長
賞

　

原
田
氏
は
、
オ
オ
タ
カ
が

巣
作
り
を
始
め
る
３
月
か
ら
、

交
尾
、
子
育
て
を
経
て
、
巣

立
ち
を
す
る
６
月
ま
で
、
そ

の
様
子
を
毎
年
同
じ
森
で
観

察
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
親

鳥
は
子
育
て
中
も
巣
の
補
強

や
フ
ン
で
汚
れ
た
巣
を
清
潔

に
保
つ
た
め
、
枝
を
折
っ
て

は
ヒ
ナ
の
た
め
に
運
ぶ
そ
う

で
、
こ
の
作
品
は
そ
の
枝
運

び
を
撮
影
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

原
田
氏
か
ら
は
「
テ
レ
ビ

や
映
画
で
し
か
見
ら
れ
な
い

よ
う
な
生
き
物
の
営
み
を
、

写
真
を
通
し
て
見
る
こ
と
が

で
き
、
写
真
を
や
っ
て
い
て

本
当
に
良
か
っ
た
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
頂
き
ま
し
た
。

作
品
名

運
べ
！
一
直
線
!!

撮
影
者
：
原
田 

健
治

撮
影
地
：
愛
知
県
（
オ
オ
タ
カ
保
護
の
観
点
か
ら
詳
し
い
撮
影
地
は
載
せ
て
い
ま
せ
ん
。）

　
こ
の
作
品
は
、
広
角
レ
ン
ズ
の

カ
メ
ラ
を
地
面
に
置
き
、
そ
の
カ

メ
ラ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
撮
影
し
た
も

の
で
す
。
白
山
氏
の
作
品
は
前
回

コ
ン
テ
ス
ト
で
東
北
森
林
管
理
局

長
賞
に
輝
い
て
お
り
、
今
回
２
回

目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

白
山
氏
か
ら
は
、「
地
面
か
ら

見
た
ブ
ナ
の
根
開
き
は
面
白
そ
う

と
い
う
発
想
か
ら
こ
の
撮
影
方
法

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
賞
を
い
た
だ

き
と
て
も
感
激
し
て
お
り
ま
す
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

景
観
部
門
優
秀
賞
・
全
国
山
の
日
協
議
会
理
事
長
賞

作
品
名

ブ
ナ
林
の
根
開
き

撮
影
者
：
白
山 

健
悦

撮
影
地
：
青
森
県
十
和
田
市
南
八
甲
田

十
和
田
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
バ
ス
】
Ｊ
Ｒ
八
戸
駅
か
ら
十
和
田
観
光
電
鉄
㈱
バ
ス
で
約
70
分

【
車
】
第
二
み
ち
の
く
有
料
道
路・百も
も
い
し石
道
路「
下
田
百
石
Ｉ
Ｃ
」か
ら
約
30
分

（
出
典
・
詳
細
：
十
和
田
市
Ｈ
Ｐ 

http://w
w

w
.city.tow

ada.lg.jp/docs/2012051700011/

）
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生
活
部
門
優
秀
賞
・
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞

　
こ
の
作
品
は
、
中
村
氏
の
お
子
様
が
元
気
い
っ
ぱ
い
森
で
遊
び
ま
わ
っ
て
い
る
姿
を
撮
影
し

た
も
の
で
す
。
森
の
中
の
中
村
氏
ご
家
族
を
写
し
た
作
品
は
、
前
回
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
体
験
部

門
優
秀
賞
に
輝
い
て
い
て
お
り
、
今
回
２
回
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
村
氏
か
ら
は
「
虫
が
大
好
き
な
息
子
が
森
の
中
で
大
冒
険
し
て
い
ま
す
。
山
梨
に
は
ま
だ

ま
だ
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
息
子
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
も
、
こ
の
森
が
残
っ
て

い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

作
品
名

ち
い
さ
な
大
冒
険

撮
影
者
：
中
村 

知
子

撮
影
地
：
山
梨
県
甲
斐
市

　２月25日（火）～28日（金）の４日間、農林水産省１階「消
費者の部屋」で入賞作品の紹介をしました。今回の企画で
は、当フォトコンテストの協賛企業「ミレー・マウンテン・
グループ・ジャパン株式会社」にも協賛いただき、森で楽
しく快適に過ごすための最新アウトドアアイテムの紹介も
行われました。
　来場いただいた方々がそれぞれのお気に入りの森とアイ
テムを見つけていただき、大切な仲間と森に行っていただ
ければ、と願っております。

甲
斐
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
】
甲
府
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
で
塩
崎
駅
ま
で
約
５
分

【
車
】
中
央
自
動
車
道
双
葉
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
10
分
で
韮
崎
Ｉ
Ｃ
、
約
５
分
で
甲
府
昭
和

Ｉ
Ｃ

（
出
典
・
詳
細
：
甲
斐
市
Ｈ
Ｐ 

https://w
w

w
.city.kai.yam

anashi.jp/kanko_bunka_sports/kanko_
event/kanko_eventjoho/3961.htm

l

）

フォトコンテスト

農林水産省
「消費者の部屋」
での紹介



林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
た
時
の

対
応
及
び
事
業
継
続
に
関
す
る
基
本
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表
に
つ
い
て

TOPICS

01

予
防
対
策
の
徹
底

　
厚
生
労
働
省
等
の
情
報
に
基
づ
い
て
、徹

底
し
た
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●	

事
業
者
は
、従
業
員
に
対
し
、次
に
掲
げ

る
感
染
予
防
策
を
要
請
し
ま
す
。

❶	

体
温
の
測
定
と
記
録

❷	
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、所
属

長
へ
の
連
絡
と
自
宅
待
機
の
徹
底

❸	

体
温
37
．５
度
以
上
の
熱
が
４
日
以
上
継

続
し
た
場
合
等
は
、所
属
長
に
連
絡
の
上

保
健
所
に
問
い
合
わ
せ

●	

事
業
者
の
業
態
に
応
じ
て
感
染
予
防
策

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※	

林
業
経
営
体
は
、現
場
作
業
に
関
連
し
た

次
に
掲
げ
る
感
染
予
防
策
を
実
施
す
る
。

❶	

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
で
の
通
勤
や
休
憩
で

は
、同
乗
者
が
長
時
間
か
つ
近
距
離
で
接

す
る
こ
と
か
ら
、窓
を
開
け
て
の
換
気
や

エ
ア
コ
ン
を
用
い
た
外
気
の
導
入
等
に

よ
る
定
期
的
な
換
気
の
実
施
と
、で
き
る

限
り
の
マ
ス
ク
の
着
用
。

❷	

休
憩
小
屋
な
ど
の
狭
い
屋
内
で
昼
食
等

に
よ
り
長
時
間
過
ご
す
場
合
に
は
、窓
を

開
け
る
な
ど
に
よ
る
定
期
的
な
換
気
の

実
施
と
、で
き
る
限
り
２
メ
ー
ト
ル
を
目

安
と
し
た
適
切
な
距
離
の
確
保
。

※	

木
材
市
場
の
せ
り
場
な
ど
常
時
不
特
定

多
数
の
者
が
集
合
す
る
場
所
で
は
、で
き

る
限
り
マ
ス
ク
を
着
用
し
、マ
ス
ク
を
着

用
し
な
い
場
合
に
は
２
メ
ー
ト
ル
を
目

安
と
し
て
適
切
な
距
離
を
保
っ
て
取
引

を
行
う
こ
と
を
徹
底
す
る
。

※	

木
材
市
に
参
加
す
る
事
業
者
や
関
係
車
両
の

運
転
手（
木
材
運
送
業
者
等
）等
の
日
常
的
に

工
場
・
市
場
・
事
業
所
等
へ
出
入
り
す
る
取
引

事
業
者
へ
も
感
染
予
防
策
を
周
知
徹
底
す
る
。

●	

事
業
者
は
、従
業
員
か
ら
診
断
結
果
等
の

報
告
を
速
や
か
に
受
け
る
体
制
を
構
築

し
て
く
だ
さ
い
。

●	

事
業
者
は
、手
洗
い
な
ど
の
感
染
予
防
策

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

❶	
出
勤
時
、ト
イ
レ
使
用
後
、事
業
所
等
へ

の
入
場
時
に
は
手
洗
い
、手
指
の
消
毒
。

❷	
で
き
る
限
り
マ
ス
ク
を
着
用
し
、マ
ス

ク
が
な
い
時
に
咳
を
す
る
場
合
に
は

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
袖
等
で
口
や
鼻
を
被
覆
。

❸	

通
常
の
清
掃
に
加
え
て
、水
と
洗
剤
を
用

い
て
人
が
よ
く
触
れ
る
と
こ
ろ
の
拭
き

取
り
清
掃
。

●	

事
業
者
は
、イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
あ
た
っ

て
、そ
の
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、そ
の

開
催
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、開
催
す
る
場
合
に
は
、風
通
し
の
悪
い
空

間
を
な
る
べ
く
作
ら
な
い
な
ど
、イ
ベ
ン
ト

の
実
施
方
法
を
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

患
者
発
生
時
の
患
者
、

濃
厚
接
触
者
へ
の
対
応

　
事
業
者
は
、患
者
が
発
生
し
た
場
合
に
は
保

健
所
の
指
示
に
従
い
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

●	

事
業
者
は
、患
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、そ
の
旨
を
保
健
所
に
報
告
し
、対
応

に
つ
い
て
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、従

業
員
に
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

●	

事
業
者
は
、保
健
所
の
調
査
に
協
力
し
、

濃
厚
接
触
者
の
確
定
を
受
け
ま
す
。

●	

事
業
者
は
、保
健
所
が
濃
厚
接
触
者
と
確
定

し
た
従
業
員
に
対
し
、14
日
間
出
勤
を
停
止

し
、健
康
観
察
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

●	

濃
厚
接
触
者
と
確
定
さ
れ
た
従
業
員
は
、

発
熱
又
は
呼
吸
器
症
状
を
呈
し
た
場
合

は
、保
健
所
に
連
絡
し
、行
政
検
査
を
受

検
し
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
、林
業
・
木
材
産
業

に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
発
生
し
た
時
の
対
応
及

び
事
業
継
続
に
関
す
る
基
本
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
報
告
が
増

加
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、林
業
経

営
体（
森
林
組
合
、素
材
生
産
業
者
、

自
伐
林
家
等
）及
び
木
材
関
連
事
業

（
木
材
製
造
業
、木
材
卸
売
業
、木
材

市
場
業
等
）に
お
い
て
、感
染
者
が

発
生
し
た
場
合
時
に
、保
健
所（
感

染
症
担
当
）と
連
携
し
て
、従
業
員

等
の
健
康
保
護
と
と
も
に
業
務
継

続
を
図
る
際
の
基
本
的
な
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

関
係
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、是
非
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、

御
対
応
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１

２
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施
設
設
備
等
の
消
毒
の
実
施

●	
事
業
者
は
、保
健
所
の
指
示
に
従
っ
て
、

感
染
者
が
勤
務
し
た
区
域
※
１
の
消
毒
を

実
施
し
ま
す
。

　

	

緊
急
を
要
し
、自
ら
行
う
場
合
に
は
、感

染
者
が
勤
務
し
た
区
域
の
う
ち
、頻
繁
に

手
指
が
触
れ
る
箇
所
※
２
を
中
心
に
、ア
ル

コ
ー
ル
※
３
で
拭
き
取
り
等
を
実
施
し
て

下
さ
い
。

※
１	

工
場
、倉
庫
、事
務
所
、休
憩
所
、マ
イ

ク
ロ
バ
ス
、林
業
機
械
等

※
２	

ド
ア
ノ
ブ
、ス
イ
ッ
チ
類
、手
す
り
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
林
業
機
械
の
ハ
ン

ド
ル・レ
バ
ー
等

※
３	

消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル（
70
％
）又
は
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム（
０
．０
５
％

以
上
）

事
業・業
務
の
継
続

（
感
染
者
発
生
に
備
え
た
準
備
）

　

業
務
形
態
を
踏
ま
え
た
取
組
を
実
施
し

て
お
く
こ
と
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
例
）現
場
作
業
班
間
で
の
感
染
を
抑
制

す
る
た
め
、複
数
の
作
業
班
が
同
時
に
出
席

す
る
会
議
・
行
事
等
の
限
定
や
作
業
班
間
の

作
業
員
の
入
れ
替
え
の
抑
制
。

（
感
染
者
発
生
時
の
事
業
・
業
務
継
続
の
準

備
）

　

事
業
者
は
、従
業
員
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
、濃
厚
接
触
者
の
出
勤
停

止
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、通
常
の

業
務
の
継
続
が
困
難
な
場
合
に
は
、生
産
、

販
売
等
の
事
業
を
維
持
・
継
続
す
る
た
め
、

以
下
の
対
応
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

●	

事
業
者
は
、事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
人
員
、物
的
資
源（
マ
ス
ク
、手

袋
、消
毒
液
等
）等
を
把
握
し
て
く
だ
さ

い
。

●	

事
業
者
は
、事
業
継
続
の
た
め
、勤
務
体

系
・
情
報
共
有
体
制
・
人
員
融
通
体
制
を

検
討・整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●	
事
業
者
は
、従
業
員
の
確
保
状
況
に
応
じ

て
、生
産
・
販
売
等
の
事
業
規
模
に
つ
い

て
検
討
し
、事
業
の
継
続
体
制
を
整
備
し

て
く
だ
さ
い
。

（
参
考
）従
業
員
の
確
保
状
況
に
よ
る
段
階

別
の
事
業
継
続
体
制

　
事
業
者
は
、従
業
員
の
確
保
状
況
に
応
じ

て
、段
階
別
に
事
業
継
続
体
制
を
決
定
し
ま

す
。

【
第
一
段
階
】

（
業
務
の
内
容
）原
則
通
常
ど
お
り
の
業
務

（
人
員
体
制
）早
出・残
業
等
で
業
務
対
応

【
第
二
段
階
】

（
業
務
の
内
容
）生
産
体
制
や
業
務
を
縮
小

小
規
模
事
業
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
業
務

全
体
の
休
止
も
含
め
判
断

（
人
員
体
制
）早
出
・
残
業
等
で
の
業
務
対
応

に
加
え
、可
能
で
あ
れ
ば
、他
部
門
か
ら
の

応
援

関
係
者
と
の
情
報
共
有	

●	

林
業
経
営
体
は
、従
業
員
等
の
中
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ
る

者
が
確
認
さ
れ
た
段
階
か
ら
、都
道
府
県

林
務
部
局
に
状
況
を
報
告
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、併
せ
、所
属
す
る
業
界
団
体
等
が

あ
る
場
合
に
は
、所
属
団
体
の
事
務
局
等

に
状
況
を
報
告
し
、業
界
内
で
の
情
報
共

有
を
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●	

木
材
関
連
事
業
者
は
、従
業
員
の
中
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
れ

る
者
が
確
認
さ
れ
た
段
階
か
ら
、所
属
団

体
の
事
務
局
等
に
状
況
報
告
し
、業
界
内

で
の
情
報
共
有
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、農
林
水
産
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
Ｐ
Ｒ
版

と
と
も
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
御
覧
く

だ
さ
い
。

【
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
発
生
時
の

対
応・業
務
継
続
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

https://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/saigai/n_

coronavirus/ncv_guideline.htm
l

３

５

４
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人

材育成の現場か

ら

とくしま林業アカデミー
徳島県徳

と く し ま し

島市南
みなみしょうまち

庄町
修学期間：１年間　定員：20名

任された造材作業 積込みしやすい場所にフォワーダ移動

初めての大径木伐採 フォワーダに積込み

　とくしま林業アカデミーは、平成28年４月に開講し、林業に関する知識と技術の習得、そして資格を
取得し、即戦力として林業現場で働くことができる人材を養成する研修機関として、これまでの４年間
で52名の卒業生全員を県内の林業事業体に送り出しています。
　研修の進め方としては、４月から６月は座学と演習で基礎を学び、７月から10月にかけて現場実習で
技術力を養い、11月から３月のインターンシップにおいて技術の向上と仕事としての林業を実践し、４
月からの就業につなげています。
　特にインターンシップは、就業をスムーズに行うために重要な研修カリキュラムと位置づけ、例年約
15週間以上を充てています。研修時間や内容については、派遣先の指示に従い、現場作業員の一員とし
て造林から素材生産までの様々な作業に従事し、仕事の連携、高度な技術力、やり遂げた達成感など、イ
ンターンシップでないと体感できない良い経験が積み上がっています。
　また、通常の研修と大きく違うところは就業開始時間が早く、林業現場の勤務時間に事前に慣れるこ
とができる点です。多くの林業現場では集合時間が７時頃なので、朝が早く、就業時に戸惑うところです
が、研修生はインターンシップでの経験を活かして、躊躇することなく対応できます。
　インターンシップは就職先を決定づけるファクターでもあり、就職先を選択する際、求人票で就労条
件を確認しますが、実際にその職場の雰囲気を体感できることは研修生にとても重要な場となっていま
す。一方で、雇用する事業体側にとっても、その人の適性を見る貴重な場となっています。
　とくしま林業アカデミーにおいて、一年間の研修で林業の全てを習得させることは難しいですが、イ
ンターンシップを通じて、林業事業体に円滑に就業ができるように適切な指導、支援を行っています。

第６回テーマ  「インターンシップ」

【インターンシップの様子】
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人

材育成の現場か

ら

　ふくい林業カレッジは平成28年に開校し、林業に関する基礎知識や林業の就業に必要

な資格の取得、現場実習などの研修を行い、林業事業体等で活躍できる人材を育成してい

ます。１年間の長期コースが基本ですが、令和２年度から研修生や林業事業体からの要望

に応え、資格取得を中心とした短期コースを新設しました。

　長期コースは、全部で17科目、約1,300時間のカリキュラムからなり、その内訳は、座学

が約200時間、現場実習が約350時間、林業事業体でのインターンシップが約550時間、資

格取得が約200時間となっています。当カレッジでは現場で活躍する人材の育成を目的と

していることから、現場技術の習得に重点を置き、インターンシップの時間が多いことが

特色となっています。

　インターンシップは、座学や現地実習、資格取得などの基礎的な研修を終えた後に実施

します。１事業体当たり３週間のOJTを１回として、それぞれの研修生が異なる事業体で

計５回のOJTを経験することとしています。複数の事業体でのインターンシップを通じ

て、研修生が自身の適性や興味を確認できるとともに、事業体ごとの職場の雰囲気や業務

のやり方の違いを知ることができ、就業してからのミスマッチを減らすことができます。

また、基礎的な研修で習得した技術を実際の業務で実践することにより、適応力や応用力

を養うことにも繋がります。

　研修生からは、「実際の業務体験を通じて、現在の自分の技術力を把握することができて

良かった」、「複数の林業事業体を経験することで、林業全体の雰囲気を知ることができて

良かった」との好評価が得られており、インターンシップ研修が効果的であると考えてお

ります。

　今後も、受け入れ側の林業事業体と協力し、研修生が現場に近い技術力を身に付けられ

るような研修を行っていきたいと思います。　

ふくい林業カレッジ
福井県坂

さ か い し

井市丸
まるおかちょう

岡 町楽
ら く ま

間
修学期間：１年間　定員：長期コース（１年間）８名、短期コース（３ヵ月間）４名

伐倒作業 枝払い作業 搬出作業

第６回テーマ  「インターンシップ」

【インターンシップの様子】
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ケ
ニ
ア
に
お
け
る
林
木
育
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

TOPICS

02■ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、気
候
変
動
適

応
策
に
資
す
る
た
め
、国
際
的
な
技
術
協
力

や
共
同
研
究
を
通
し
て
林
木
育
種
技
術
の

開
発
や
技
術
移
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
国
の
一
つ
で
あ

る
ケ
ニ
ア
で
は
、国
土
の
約
八
割
が
乾
燥

地
・
半
乾
燥
地
で
あ
り
、平
成
二
十
二
年
時

点
で
七
％
で
あ
っ
た
森
林
率
を
令
和
四
年

ま
で
に
十
％
へ
引
き
上
げ
る
政
府
目
標
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、平
成
二
十
四

年
か
ら
平
成
二
十
八
年
ま
で
国
際
協
力
機

構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
技
術
協
力「
気
候
変
動

へ
の
適
応
の
た
め
の
乾
燥
地
耐
性
育
種
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
通
じ
て
、耐
乾
燥
性
を
有

す
る
郷
土
樹
種
で
あ
るM
elia volkensii

（
以
下「
メ
リ
ア
」）とAcacia tortilis

（
以

下「
ア
カ
シ
ア
」）を
対
象
と
し
て
、カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所

と
協
力
し
て
、乾
燥
地
耐
性
育
種
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、メ
リ
ア
に
つ
い
て

つ
ぎ
木
を
用
い
た
二
箇
所
の
ク
ロ
ー
ン
採

種
園
や
八
箇
所
の
次
代
検
定
林
を
、ま
た
、

ア
カ
シ
ア
に
つ
い
て
も
二
箇
所
の
実
生
採

種
林
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
な
ど
を
通
じ

て
、林
木
育
種
を
進
め
る
上
で
必
要
な
基
盤

を
整
備
し
ま
し
た（
図
１
）。

　
平
成
二
十
八
年
か
ら
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
技
術
協
力「
ケ
ニ
ア
国
持

続
的
森
林
管
理
の
た
め
の
能
力
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」の
育
種
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
引

き
継
が
れ
、林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、引

き
続
き
、ケ
ニ
ア
森
林
研
究
所
と
と
も
に
林

木
育
種
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■ 

メ
リ
ア
採
種
園
等
の
改
良

　
メ
リ
ア
は
、銘
木
マ
ホ
ガ
ニ
ー
や
日
本
の

セ
ン
ダ
ン
の
仲
間
の
郷
土
樹
種
で
、ケ
ニ
ア

で
は
主
に
建
材
や
家
具
材
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、ケ

ニ
ア
全
土
か
ら
メ
リ
ア
精
英
樹
候
補
木
を

選
び
、つ
ぎ
木
増
殖
し
た
母
樹
を
植
栽
し

て
、優
良
な
種
子
を
生
産
す
る
た
め
の
採
種

園
を
造
成
し
ま
し
た（
写
真
１
）。本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、次
代
検
定
調
査
結
果
を
基

に
、※
断
幹
及
び
整
枝
剪
定
や
、間
伐
に
よ
る

劣
勢
個
体
の
除
去
を
行
い
、採
種
園
の
改
良

を
進
め
て
い
ま
す
。

■ 

メ
リ
ア
第
二
世
代
の
選
抜

　

採
種
園
産
の
苗
木
を
用
い
て
造
成
さ
れ

た
メ
リ
ア
次
代
検
定
林
で
植
栽
後
４
年
間
の

樹
高
等
を
測
定
し
て
統
計
解
析
を
行
っ
た
結

果
、成
長
の
優
劣
等
の
系
統
に
よ
る
違
い
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た（
図
２
）。こ
の
結
果

を
基
に
、当
初
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
達
成

は
見
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
材
積
成
長
、幹

の
通
直
性
、樹
病
へ
の
耐
性
等
、複
数
の
望
ま

し
い
特
性
を
兼
ね
る
優
良
な
メ
リ
ア
第
二
世

代
個
体
を
、育
種
開
始
か
ら
わ
ず
か
７
年
で

選
抜
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
写
真
２
）。

ま
た
、統
計
解
析
の
結
果
、育
種
を
進
め
る

と
、世
代
あ
た
り
十
％
以
上
の
成
長
の
改
良

が
見
込
ま
れ
る
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。

図１　採種園、検定林、採種林の位置図

※断幹　樹高成長を抑制し、下枝を充実させ、その枝から果実（球果、種子）や穂木を採取し
やすい樹形をつくるために、樹幹を任意の（作業しやすい）高さで切断すること。

写真１　たわわに実るメリアの果実
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■ 

増
殖
技
術
の
研
究
開
発

　
メ
リ
ア
の
つ
ぎ
木
増
殖
技
術
は
、前
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
ま
し
た
が
、ク

ロ
ー
ン
増
殖
に
よ
り
苗
木
を
効
率
的
に
増

や
す
こ
と
が
出
来
る
さ
し
木
技
術
に
つ
い

て
は
、ま
だ
実
用
レ
ベ
ル
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。こ
の
た
め
、様
々
な
育
苗
条
件
を
変

え
た
試
験
を
進
め
、発
根
ま
で
を
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た（
写
真
３
）。ま
た
、ア

カ
シ
ア
に
つ
い
て
も
、つ
ぎ
木
に
よ
る
ク

ロ
ー
ン
増
殖
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■ 

ア
カ
シ
ア
採
種
林
の
改
良

　
ア
カ
シ
ア
は
、乾
燥
し
た
地
域
で
も
成
長

に
優
れ
、主
に
家
畜
飼
料
や
薪
炭
材
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
造

成
し
た
ア
カ
シ
ア
の
採
種
林
は
、検
定
林
の

役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。優
良
な
種
子
を
得

る
た
め
実
生
苗
の
検
定
を
行
い
、劣
勢
個
体

を
間
伐
す
る
こ
と
で
、採
種
林
の
改
良
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す（
写
真
４
）。

■ 

今
後
の
取
組

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
改
良
さ
れ

る
優
良
メ
リ
ア
の
種
子
及
び
苗
木
は
、在
来

の
も
の
に
比
べ
て
成
長
が
早
く
材
質
も
優

れ
て
い
る
た
め
、年
々
増
加
す
る
需
要
に
、

種
苗
の
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
程
の
人
気

と
な
り
、民
間
企
業
も
強
い
関
心
を
示
す
な

ど
、ケ
ニ
ア
国
内
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す（
写
真
５
）。

　
こ
の
た
め
、よ
り
成
長
や
材
質
に
優
れ
る

次
世
代
メ
リ
ア
を
生
み
出
す
た
め
の
育
種

を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
ケ
ニ
ア
政
府
や
郡
政
府
、民

間
企
業
等
に
よ
る
優
良
種
苗
の
生
産
を
支

援
し
、東
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
持
続
可
能
な

森
林
経
営
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

写真３　発根したメリアのさし木

写真４
アカシア採種林
左の樹高が高い
方が平成 27 年 12
月、右が平成 28
年４月に植栽。間
伐により採種林を
改良する予定です

写真２　選抜した優良な第２世代のメリアにペンキでマーキン
グをしました。評価の高い個体では植栽後４年で幹の直径が
20cmに達しています

図２
材積成長の良さと幹
の通直性の良さを兼
ね備える優良なメリ
ア第 2世代（●）を選
抜しました

●第 1世代（親世代）
●選抜した第 2世代

写真５　農地に植えられた改良メリア
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　東
とうしん
信森林管理署管内は、長野県東部

で千
ち く ま
曲川

がわ
の上流に位置し、流域面積は

247,696ha で、長野県全体の 18 ％を
占めています。このうち国有林は、4市
6町 5村に所在し、その国有林野面積は
58,741haで、流域面積の24％を占めてい
ます。中でも水源かん養保安林は国有林面
積の90％と高く地域の重要な水源地となっ
ています。
　また、この地域には、学術的にも貴重な
自然や動植物が存在しており、4地域が国
立公園、国定公園の特別保護地区や特別地
域に指定されています。国有林ではこの貴
重な森林を保護林に設定し、豊かな自然環
境の保護・管理に努めています。
　さらに、湯

ゆ
の丸
まる
・高
たかみね
峰高原、白

しら
駒
こま
の池
いけ
や双

ふたご
子池
いけ
と山岳が一体となった優れた景観であ

ること、リクリエーション施設等が整っていること、鉄道や道路交通網の整備も良いこ
とから、森林浴やスキー、登山等を目的に首都圏などから多くの人が訪れています。

は
じ
め
に

　
令
和
元
年
11
月
14
日
～
15
日
、
皇こ

う
い位

継け
い
し
ょ
う承

重じ
ゅ
う
よ
う要

祭さ
い
し祀

「
大だ

い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
」
の
中
心

的
儀
式
「
大

だ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う

嘗
宮
のの

儀ぎ

」
が
、
皇こ

う
き
ょ居

東ひ
が
し
ぎ
ょ
え
ん

御
苑
に
特
設
さ
れ
た
大
嘗
宮
（
廻か

い

立り
ゅ
う

殿で
ん
、
悠ゆ

紀き

殿で
ん
、
主す

き基
殿で

ん
）
で
行
わ

れ
（
写
真
１
）、そ
の
主
要
部
材
と
し
て
、

北
海
道
森
林
管
理
局
、
関
東
森
林
管
理

局
、
中
部
森
林
管
理
局
の
国
有
林
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
ヤ
チ
ダ
モ
、
ス
ギ
、
カ
ラ
マ

ツ
の
皮
付
き
丸
太
計
１
，
２
５
４
本
を
供
給

し
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
か

ら
は
、
こ
れ
ら
建
物
に

使
用
す
る
資
材
と
し
て
、

東と
う
し
ん信
森
林
管
理
署
（
以

下
「
東
信
署
」
と
い
う
。）

管
内
の
軽か

る
い
ざ
わ
ま
ち

井
沢
町
の
国

有
林
か
ら
生
産
さ
れ
た

カ
ラ
マ
ツ
の
良
質
な
皮

付
き
丸
太
１
，
１
０
０
本
を
供

給
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
供
給
に
携
わ
っ
た

佐さ

く久
森
林
組
合
、
株
式
会
社
吉

本
及
び
東
信
署
が
、
丸
太
の
皮

を
傷
付
け
な
い
よ
う
に
、
各
作

業
工
程
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の

一
連
の
作
業
を
紹
介
し
ま
す
。

取 組
国有林野事業の

中
部
森
林
管
理
局
　
資
源
活
用
課
・
東
信
森
林
管
理
署

大だ
い
じ
ょ
う
き
ゅ
う

嘗
宮
建
設
資
材（
カ
ラ
マ
ツ
の
良
質
な
皮
付
き
丸
太
）

の
供
給
に
つ
い
て

～
樹
皮
を
傷
つ
け
な
い
搬
出
へ
の
挑
戦
～

長野県

富山県

岐阜県

愛知県

署
の
基
礎
デ
ー
タ

所 在 地 長野県佐久市臼田 1822

区 域 面 積 247,696ha うち森林面積 175,066ha（森林率：71%）

国 有 林 面 積 58,741ha（国有林率：34%）

管 轄 区 の
関 係 市 町 村

４市６町５村
上
う え だ し

田市、東
と う み し

御市、小
こ も ろ し

諸市、佐
さ く し

久市、長
ながわまち

和町、軽
かるいざわまち

井沢町、御
み よ た ま ち

代田町、立
たてしな

科
町
まち

、佐
さ く ほ ま ち

久穂町、小
こうみまち

海町、青
あおきむら

木村、北
きたあいきむら

相木村、南
みなみあいきむら

相木村、南
みなみまきむら

牧村、川
かわかみむら

上村

「管内概要」

写真１ 完成した大嘗宮

◀浅間山（2,568m）とカラマツ林

東信森林
管理署
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樹
皮
を
傷
つ
け
な
い

供
給
へ
向
け
て

　
大
嘗
宮
は
、「
黒く

ろ
き
づ
く

木
造
り
」
と
い
う
皮
付

き
丸
太
を
使
用
す
る
伝
統
的
工
法
で
建
築
さ

れ
ま
す
。
主
要
部
材
の
供
給
に
当
た
っ
て
は
、

良
質
な
皮
付
き
の
状
態
を
維
持
す
る
た
め
、

伐
倒
か
ら
運
材
、
選
木
か
ら
保
管
に
至
る
ま

で
様
々
な
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。

①
伐
倒
か
ら
運
材
作
業
（
写
真
２
）

　
伐
倒
、
造
材
、
運
材
作
業
で
は
、
佐
久
森

林
組
合
及
び
株
式
会
社
吉
本
が
樹
皮
の
損
傷

を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
綿
密
な
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

伐
倒
作
業
は
、
樹
皮
が
剥
げ
に
く
い
時

期
（
幹
に
水
分
を
上
げ
な
い
秋
～
冬
）
に
行

い
、
衝
撃
が
大
き
い
斜
面
下
方
へ
の
伐
倒
は

避
け
、
伐ば

っ

根こ
ん

に
は
伐
採
作
業
中
に
発
生
し
た

枝
な
ど
を
被
せ
る
な
ど
、
伐
採
木
へ
の
損
傷

を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
技
術
を
駆
使
し
ま

し
た
。
枝
払
作
業
は
、
高
性
能
林
業
機
械
で

は
樹
皮
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
で
一
枝
一
枝
処
理
す

る
な
ど
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

　
造
材
作
業
は
、丸
太
を
仕
様
書
に
合
っ
た
長

さ
や
太
さ
に
造
材
す
る
た
め
、複
数
回
切
り
直

す
な
ど
サ
イ
ズ
の
微
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
込
み
に
当
た
っ
て
は
樹

皮
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
丸
太
に
緩
衝
材
を

巻
き
、
布
製
の
ベ
ル
ト
（
ス
リ
ン
グ
ベ
ル
ト
）

を
使
用
し
て
つ
り
上
げ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

運
搬
車
の
荷
台
と
丸
太
の
間
に
も
緩
衝
材
を

設
置
し
、
丸
太
の
損
傷
を
防
止
し
ま
し
た
。

②
選
木
か
ら
保
管
作
業

　
選
木
作
業
は
、
依
頼
さ
れ
た
本
数
の
約
３

倍
の
丸
太
を
一
列
に
並
べ
、
署
員
が
一
本
一

本
長
さ
、
太
さ
を
測
定
し
、
曲
が
り
や
節
な

ど
の
欠
点
に
加
え
樹
皮
の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
行
い
ま
し
た
（
写
真
３
）。

　
ま
た
、
出
材
の
途
中
で
は
、
注
文
と
出
材

し
た
サ
イ
ズ
を
確
認
し
、
情
報
の
共
有
を
的

確
に
行
う
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
丸
太
の
引
き
渡
し
を
行
っ
た
令

和
元
年
６
月
ま
で
の
保
管
に
当
た
っ
て
は
、

変
色
や
干
割
れ
防
止
の
た
め
に
１
０
０
枚
以

上
の
遮
光
シ
ー
ト
で
丸
太
を
被
覆
し
た
上
で
、

シ
ー
ト
が
風
で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
紐
で
固

定
し
頻
繁
に
巡
回
を
し
て
、
め
く
れ
等
が
あ

れ
ば
そ
の
都
度
手
直
し
を
行
う
な
ど
の
対
策

を
講
じ
ま
し
た
（
写
真
４
）。

最
後
に

　
通
常
、
木
材
の
品
質
は
曲
が
り
や
節
の
状

況
で
判
断
し
ま
す
が
、
今
回
は
こ
れ
ら
に
加

え
樹
皮
の
状
態
が
良
質
な
皮
付
き
丸
太
が
求

め
ら
れ
た
の
で
、
東
信
署
で
は
、
樹
皮
が
痛

ま
な
い
よ
う
出
材
作
業
で
の
監
督
業
務
や
選

木
作
業
、
養
生
管
理
に
署
員
総
出
で
取
り
組

み
、
令
和
元
年
６
月
に
無
事
引
き
渡
し
を
行

い
ま
し
た
（
写
真
５
）。

　
署
員
に
と
っ
て
は
労
力
的
に
も
精
神
的
に

も
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
皇
位
継
承
に
伴

う
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
大

変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
業
務
の
励

み
に
も
な
る
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
各
事
業
体
及
び
署
員
の
尽
力
に
よ

り
良
質
な
皮
付
き
丸
太
を
無
事
供
給
で
き
た

こ
と
で
、
今
後
、
国
産
材
と
り
わ
け
「
信
州

カ
ラ
マ
ツ
」
の
利
用
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

写真2

写真3

写真５

写真4

【写真上】樹皮の損傷を防止した運搬の様子
【写真左】丸太の損傷防止のためスリングベ

ルトや緩衝材を使用

曲がりや節の状況、皮むけや目まわり等
の欠点を細かく確認しながら、丸太を選
木する様子

引き渡された丸太の積込みの様子

遮光シートで保護し養生する様子



緑の募金
　緑の募金は「寄附」という形を通して、国内外で行われる

植樹や間伐などの森林整備や緑化、子供たちへの森林環境

教育等を支援するもので、東日本大震災や平成28年熊本地

震、平成30年７月西日本豪雨災害復興支援、北海道胆振東

部地震、令和元年台風19号等災害の被災地域の復興の支援

にも使われています。

　今年も、４月15日（水）からの「みどりの月間」を緑の募金

全国一斉強調月

間として、街頭や

コンビニ等の店

頭、インターネッ

ト等を通じて募

金が行われてい

ます。ぜひ皆様の

御協力をお願い

いたします。

毎年４月15日から５月14日は「みどりの月間」です。月間中は、緑の募金運動が重点的に実施されます。
皆さまの積極的な参画をお待ちしています。

写真提供：国土緑化推進機構

令和２年度　みどりの月間
TOPICS

03

みどりの学術賞
　５月４日の「みどりの日」についての関心を促進し、植

物、森林、自然環境などについて、国民の理解を深めるこ

とを目的に創設された「みどりの学術賞」については、今

年は中
な か せ

瀨 勳
いさお

氏、福
ふ く だ

田 裕
ひ ろ お

穗氏が受賞されました。お二人の

功績に触れるなど、これを機会に「みどり」について考え

てみてはいかがでしょうか。

関連ホームページ：https://www.cao.go.jp/midorisho/

中瀨 勳氏 福田 裕穗氏

緑の募金ポスター地元中学生の森林づくり活動
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